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１．評価書の作成方法　

　畜産農家の方々が堆肥化処理施設を導入するに当たり、堆肥化処理施設の選定

の参考にするために、実際に稼動している堆肥化処理施設の事例を集め、評価書

の作成に取り組みました。評価書の作成にあたり、最初に（財）畜産環境整備機構

のホームページに評価のための設計計算書等の技術情報に関する募集の知らせを

掲載するとともに、関連企業に対してダイレクトメールにより公募しました。公

募の期間は、平成１６年９月１７日～平成１６年１０月２５日までとしました。各関

連企業から応募のあった既設の堆肥化処理施設の技術内容、コスト等が記載され

た資料および設計計算書等に基づいて、①技術の完成度、②処理性能、③施工性

（設置面積および施工の容易性）、④維持管理性（作業性）、⑤経済性（設置費、ラ

ンニングコスト）について、評価書を作成するか否かを審査した上で評価書を作

成するとされたものについては評価書としてとりまとめました。

　募集した堆肥化処理施設は、堆積方式および開放型攪拌方式（直線型、回行型、

円形型、自走式、その他の施設）、密閉型攪拌方式（縦型、横型、その他の施設）、そ

の他の複合型堆肥化方式（攪拌式乾燥・堆肥化複合施設、その他の複合堆肥化施

設）としました。

２．評価の手順および評価書の作成

１）評価の手順

　各堆肥化処理施設の評価書の作成手順は、企業から応募のあった施設に関する

資料を評価委員会において書類審査を行うとともに各事例ごとに担当委員を決め

ました。不明な部分がある場合はヒアリングおよび現地調査を行い、評価書を掲

載することができる施設か否かを審査しました。評価書を掲載するとされた施設

について、総合評価と評価チャート以外は応募企業が記載したものを委員が修正
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しました。一方、総合評価と評価チャートは評価委員が作成し、最終的に企業と

内容確認を行った上で完成させました。

２）評価書を掲載するか否かおよび評価チャート作成のための基準

　提出された応募書類について、評価のための数値等が記載されているか、設計

計算書の数値が妥当なものか等を確認のうえ評価委員会において書類審査を実施

しました。審査基準は下記の①～⑤および総合的評価としました。

①技術的完成度

②処理性能

③施工性（設置面積および施工の容易性）

④維持管理性（作業性）

⑤経済性（設置費、ランニングコスト）

総合的評価（①～⑤の合計）

　評価の方法は、上記の①から⑤までの各項目について、「施設を普及する際の適

用性」を評価軸とし、評価委員ごとに５段階の採点を行いました。採点の目安は、

以下の適用性のレベルを判断の基準としました。なお、家畜排せつ物の堆肥化処

理施設では設計段階と現場の運転状況が異なっている事例もみられますが、試運

転・調整の段階で現地の状況に対応している事例についてはプラスの要素としま

した。

５点：積極的に普及させて畜産経営の安定化と環境保全に寄与できる処理施設

４点：普及させても特段大きな支障はない処理施設

３点：現場対応で解決できそうな問題点や、一部改善により普及が見込める処

理施設

２点：特異な条件設定が必要、脱臭等付帯施設に大きな欠陥の恐れがある処理

施設

１点：設計計算、設計基準等に大きな不備があり、普及により混乱を起こす恐

れのある処理施設

３）評価書を掲載するか否かの判断基準および評価結果

　評価書を掲載する判断基準は次のとおりとしました。

①現に稼働していないものを除き、応募のあった施設はできるだけ掲載するこ

ととしました。
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②設計書の提出がないなど、著しい不備のある施設は評価が不可能なため、ま

た、再々の請求に対応のない施設は、評価の対象から除外することとしまし

た。

③書類の不備、設計計算の不備等のある施設については、現地調査を含め、

個々に設計内容の確認を行い、軽微な不備については技術指導をすることと

しました。

④設計計算に不備がある場合でも、現地調査により、施設管理者の技術的対応

によって適正に稼働していることが確認できた施設については、その旨（実

際の稼働状況）を「総合評価欄」にコメントし、掲載することとしました。

　以上の判断基準に基づいて評価し、評価書の作成を行うこととしました。その

後、応募企業の辞退もあり、３３件の施設（堆肥原料の乾燥工程を前置した複合方

式の施設２件、開放型攪拌方式の施設２４件、密閉型攪拌方式の施設４件、その

他の参考事例３件）について、評価書を作成し、掲載しました。

４）評価書の作成

　書類審査で評価書を掲載するものとされた施設については、当該企業に対して

評価書の記載例を示して作成を依頼し、これを各担当委員が検討し、一部修正を

加えるとともに、評価委員が評価チャートおよび総合評価を記載して評価書を作

成しました。

　評価チャートは２）の基準で各委員が評価した数値の平均値です。また、総合

評価は、各担当委員（複数）が、応募企業から数次にわたり提出された技術資料

や現地調査の結果をもとに作成しました。このため、評価チャートと総合評価の

コメントに時間のずれがあり、若干の違いがあるものがあります。また、堆肥化

処理施設の場合、種々の要因により、計画時に想定した状況と実際の現場での運

転状況が異なっている例が多いため、聞き取り調査や現地調査により、できる限

り実際の運転状況を評価書に反映させました。

　評価書は各施設の事例に基づいて作成されたもので、当該メーカーを評価して

いるものではありません。新たに建設する施設のコスト、作業性、製品堆肥の品

質等は、設置場所、経営条件によって異なります。あくまでも参考としてくださ

い。 
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３．評価書個表の見方、使い方 
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牛ふん�

☆�
おが屑貯槽�

☆�
ハウス乾燥・戻し堆肥貯槽�

☆�
脱臭装置�

☆�
混合槽�

☆�
スクー�
プ式�
発酵槽�

☆�
堆積式�
発酵槽�

☆�
堆肥�
貯留槽�

一部バラ�

☆�
袋詰め装置�

出荷�

☆印は処理経費�
欄の施設建設費�
に含む施設� 

堆肥化処理の種類で、発

酵槽の形式を具体的に記

載しています。以下の内

容は、畜産農家で実際に

稼働している施設の内容

です。

機械攪拌あるいは１次処理

工程の堆肥化処理の方式を

示しています。番号は一覧

表の番号（個表番号）を示

しています。

堆肥化処理の工程にしたがい、各

装置の配置やどのような流れで堆

肥化を行っているかを示していま

す。施設の設置状況やどんな付帯

設備があるのかなどが判断できま

す。

堆肥化処理施設の導

入にあたっての相談

や現地視察などの問

い合わせ先を記載し

ています。

紹介事例の基本的事

項をまとめて整理、

記載してあります。
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評価書（個表）記載の設置例の農家の畜種や飼

養規模、堆肥化施設の状況などを記載していま

す。自家の飼養状況と照らし合わせることによ

り、施設導入の参考になるかどうか判断できま

す。

堆肥化施設の中で、処理

の方法や、攪拌機、副資

材の種類など、施設の構

造や運転上の特徴を記載

しています。

固液分離の有無、破

砕の有無など、原料

の前処理方法を記載

しています。

施設の能力、排せつ物受

入量、堆肥生産量、調整

水分、堆肥化処理日数、

作業内容、製品堆肥の分

析例、販売価格などを記

載しています。
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紹介事例以外の近年の納入実績例を、所在地、

畜種、飼養規模、納入年度で記載しています。

この方式を適用可能な畜

種を示しています。

処理経費の中で、建設費はイニシャルコストと１年当たりの償却費で表しています。

ランニングコストは、主に、電力費や副資材費、消耗品費、メンテナンス・修繕費、燃

料費などです。処理経費の合計は、①建設費の年償却費と②維持管理費の合計を加えて

年間必要経費を算出し、これを原料１トン当たりに換算して記載しています。

処理経費の目安については、第Ⅳ章４節の経済的評価の項を参照してください。

堆肥化施設の特徴や

処理機能から、導入

にあたっての留意点

を記述しています。

����������	
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����������
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�

�

評価委員会により５つの評価軸（技術的完成度、処理性能、施工性、維持管理性（作業

性）、経済性）について評価し、その平均点を評価軸ごとにチャートで示しました。点数

が外側に近いほど優れていることを意味します。中心に近い評価項目はその施設の弱点

ですから、施設の選定にあたっては注意が必要です。なお、この評価は、設置事例につ

いての評価であり、実際の導入にあたっては、経営状況などによって評価が異なること

があると思われますので、目安としてみてください。

学識経験者で構成された評価委員会において、応募企業から提出のあった技術資料およ

び聞き取り調査や現地調査により、技術的完成度や処理性能、経済性の見地から総合的

に評価して、コメントを記載してあります。
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　評価書に掲載された施設は、施設設計がきちんとなされていることが大前提で

すが、畜舎管理の状況、家畜排せつ物の発生状況との整合、施設の運転方法や管

理の適否、気象条件等によって施設の機能が大きく左右されます。これをふまえ

て評価書を有効に活用して下さい。 

��������	

���� �����

��� ��������

施設を紹介する写

真（施設全景、前

処理・混合機、１

次処理槽、２次処

理槽、攪拌機、袋

詰め機、脱臭装置

など）を応募企業

から６枚以内で提

供を受け、掲載し

ています



� 83�� �

４．堆肥化処理施設の経済的評価

１）施設建設費

（１）付帯設備も含めた施設建設費

　堆肥化施設の導入に当たっては、処理性能とともに処理コストがどのくらい

かかるかが大きな判断要因となるため、評価においても経済性を重視しました。

各設置事例について、施設の建設費、維持管理費等の比較を表４－１に示して

います。設置事例には、堆肥化施設本体のほか、脱臭設備、袋詰め装置など付

帯設備のあるもの、ないものがあります。

　評価書に掲載された施設の処理規模は１.６～４９トン/日（６００～１４,０００トン/年、

敷き料を含む）の範囲にあり、平均１３トン/日（４,８００トン/年）と算出されまし

た。

　その他の参考事例を除いた施設の建設費（土木、建築、設備機器一式）は

７５０万円～９億２,４００万円の範囲にあり、２千万円から４千万円の施設が約１/３

を占めています（図４－１）。

　これを堆肥化方式別に平均値で比較すると、堆肥原料の乾燥工程を前置する

施設（乾燥・堆肥化複合施設：２事例）の施設は８,０００万円、開放型攪拌方式
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図４－１　施設建設費の分布

～２千万�
～４千万�

～６千万�
～８千万�

～１億�
～２億�

２億以上�

０�

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

９�

１０�

施
設
数
�

施設建設費（円）�
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（２４事例）１億６,７００万円、密閉縦型攪拌方式（４事例）４,０００万円となります。

乾燥・堆肥化複合施設は、いずれも堆肥材料の乾燥工程の後段に開放型攪拌方

式あるいは通気型の堆肥舎を配した構造です。また、１６施設ともっとも事例数

の多い直線型攪拌方式の中に、２５トン /日以上の施設能力の大きな事例が多数

（５事例）含まれていたため、開放型攪拌方式、とりわけ直線型は施設建設費

が高額となっています。ちなみに、２５トン /日以下の開放型攪拌方式は平均

７,７００万円となります。

　これを、年間の処理原料１トン当たりの平均値でみると、乾燥・堆肥化複合

施設１９,１６０円、開放型攪拌方式２７,０００円、うち、直線型（１６事例）２８,３００円、

回行型（２事例）２４,０００円、円形型（１事例）３２,８００円、自走式（３事例）

２０,５００円、その他（堆積型機械攪拌式：２事例）２６,３００円となります。開放型

攪拌方式では、堆積高さが高くなるにつれ、建設費単価が上昇する傾向がみら

れます。乾燥・堆肥化複合施設は、開放型攪拌方式に比べ導入コストが若干安

くなるようです。同様に、密閉縦型攪拌方式は１４,９００円で、もっとも安価に算

出されましたが、これは、密閉型発酵槽の設備コストだけを計上していること

に起因するもので、別途、基礎工事（自力施工も可能）や設置工事、２次処理

槽が必要となることに留意しなければなりません。

　なお、前出の「堆肥舎等コストガイドライン」では、共同利用の堆肥舎で３５～

４０千円 /m２，その他の堆肥舎２２～２４千円 /m２が目安とされています。投入原

料の堆積高さを２m、容積重を７００kg/m３とすれば、投入原料１トン当たり、

前者は２５～２９千円 /トン、後者は１６～１７千円 /トンと算出されます。

　施設建設費に占める土木・建築費と設備費の割合は、密閉型攪拌方式では、

設備・機器費が大半を占めるのに対し、乾燥・堆肥化複合施設や開放型攪拌方

式では設備費がほぼ半分弱の構成比となっています。その他の参考事例は、公

共関与のモデル施設（PFI 事業）、公営の遊園・牧場施設、研究用施設などです

が、公共性のあるものでは、環境影響に配慮する結果、付帯設備が多くなり、

３事例のうち２事例で、全体の１６％以上を付帯設備費が占めています。

（２）堆肥化施設に直接関わる施設建設費

　これまでに整理した建設費は、脱臭や製品化設備の有無を無視して比較しま

した。

　そこで、施設建設費から、脱臭や製品化設備などの付帯設備を除き、土木・
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建築費、堆肥化装置の設備費、電気・配管工事費を抽出して比較することにし

ました。その他の参考事例を除いて整理するとつぎのようになります。

　堆肥化設備に直接関わる施設の建設費は、乾燥・堆肥化複合施設３,１００万円、

開放型攪拌方式１億５,１００万円、密閉縦型攪拌方式３,９００万円となります。付帯

設備を含めた建設費と同様、直線型のものには施設規模の大きな事例が多数含

まれているため、高額となっています。

　前項と同様に、年間の処理原料１トン当たりの平均値を求めると、乾燥・堆

肥化複合施設が１０,１００円、開放型攪拌方式２５,４００円（直線型２６,２００円、回行

型２３,５００円、円形型３２,８００円、自走式２０,０００円、堆積型機械攪拌式２５,５００円）、

密閉・縦型攪拌方式１４,４００円となり、乾燥・堆肥化複合施設は安価に算出され

ます。密閉型攪拌方式も若干安価に算出されましたが、さきに述べたように、

基礎工事や設置工事、場合によっては２次処理槽を別途必要とするため開放型

攪拌方式とほぼ同程度の導入コストと考えてよいでしょう（図４－２）。

　いずれにせよ、堆肥化施設の建設費は、処理規模によって、あるいは、環境

対策のための付帯設備や、袋詰めなどの製品化設備をどこまで導入しているか

によって大きく異なります。また、施設の設置場所の条件、使用機器類や施工

方法にも大きく左右されます。すなわち、施設建設費は、設備機器類のコスト

よりも、建築構造物の構造や施工方法（ハウス等軽量鉄骨と重量鉄骨による施

工法の違いなど）によって大きく異なるので、導入に当たっては施設の仕様を

メーカーとよく打ち合わせることが必要です。表のコスト比較はあくまでも参
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図４－２　堆肥処理化方式と施設建設費
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考として見てください。

　なお、堆肥化処理施設以外の付帯設備として、脱臭装置、篩分装置、袋詰め

装置、おが屑粉砕装置、運搬車、トラックスケールなどが設置されています。

２）維持管理費

（１）維持管理費の積算

　施設の運転には、電力費や副資材費、修繕・補修費、燃料費、薬剤費などが

必要となります。そこで、費目別に維持管理費の聞き取り調査を行いました。

　維持管理費の中でも、副資材費は地域特性があり、購入価格は広範におよん

でいました。中央畜産会の調査（平成１３年度）でも、おが屑の購入価格は５０１～

２０,０００円 /トンの範囲にあり、５,００１～１０,０００円 /トンが全体の６５％、次いで

２,００１～５,０００円 /トンが２４％を占めると報告されています。モミガラは無償

で供与を受ける事例が多いものの、有償の場合は１～５,０００円/トンとバラツキ

が多いと報告されています。

　今回の調査事例でも、５,０００円～１６,０００円 /トンの範囲で、立地によってお

が屑の購入単価が大きく異なり、一律に比較することは困難です。そこで、お

が屑を使用する場合はすべての施設が１トン当たり５,０００円で購入することと

して積算しました。また、電力費についても、基本料金を一律に契約電力１

kW当たり１,１００円 /月、従量料金を１ kWh当たり１２円として電力費を算出

しました。電力費や燃料費などで、用途区分が明確でないものについては、聞

き取り調査により、按分比で堆肥化施設に関わるコストを算出しました。

　さらに、製品堆肥の販売価格も立地環境等によって状況が異なり、事例に応

じて大きなバラツキがありました。掲載事例におけるバラ積み堆肥の販売価格

は３６０～１５,０００円 /製品トンの広い範囲に分布しています。このため、販売益

を処理コストと相殺せずに維持管理費を積算し、表に整理しました。第Ⅴ章に

掲載した評価書個表に記載されている「処理経費」の金額は現地の畜産農家で

の実際の運営金額です。これと表４－１の金額は異なっていますので注意して

ください。

（２）維持管理費

　表から、乾燥・堆肥化複合施設では年間の維持管理費は平均８９０万円、開放

型攪拌方式６３０万円、密閉縦型攪拌方式２４０万円となっています。
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　施設建設費と同様に、年間原料処理量１トン当たりの維持管理費を算出する

と、乾燥・堆肥化複合施設２,３７０円、開放型攪拌方式１,２６０円（直線型１,２２０円、

回行型７８０円、円形型２,４５０円、自走式１,８７０円、堆積型機械攪拌式５９０円）、

密閉縦型攪拌方式１,０４０円となり、開放型、密閉型の攪拌方式が、乾燥・堆肥

化複合施設のほぼ１/２程度の管理費ですむことになります（図４－３）。乾燥・

堆肥化複合施設は、堆肥原料の乾燥工程のコストが加算される分、維持管理費

が高く算出されたものと考えられます。なお、直線型の開放型攪拌方式では堆

積高さが高いほど原料１トン当たりの維持管理費が安くなる傾向がみられまし

た。一方、回行型と堆積型機械攪拌式は安価に算出されましたが、事例数が少

ないので実際に導入する際には十分な検討が必要です。

　なお、維持管理費に占める電力費の割合は約３４％、副資材を必要とする処理

方式の施設における副資材費の割合は約３６％と算出され、電力費と副資材費の

２費目で維持管理費のほぼ３/４程度を占めています。処理方式を無視して、副

資材を必要とする施設における維持管理費の平均を求めると１,４９０円/トン、必

要としない施設では平均９８０円 /トンと算出され、副資材購入費が処理コスト

に大きく影響していることがわかります（図４－４）。

　コストではありませんが、施設の運転に従事する管理要員の人数についても

計算をしてみました。管理要員は０.３～４.０人の間で、平均１.５人と算出されま

す。このうち、開放型攪拌方式では管理にあたる人数が多く平均１.６人、乾燥・
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図４－３　堆肥化処理方式と維持管理費
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堆肥化複合施設と密閉・縦型攪拌方式は平均１～１.３人で、密閉型攪拌方式で

は装置の構造が複雑となる代わりに、開放型に比べて管理作業を省力化するこ

とができるようです。また、乾燥・堆肥化複合施設で管理要員が少なかったの

は、管理頻度が影響しているものと考えられます。なお、年間処理原料千トン

当たりの管理要員は、０.１～２.５人（平均０.５人）と算出され、方式による顕著

な違いはみられません。

３）施設の減価償却と年間処理経費

（１）付帯設備も含めた年間処理経費

　表４－１では、ビニールハウスなど一部の簡易構造の施設を除き、施設の償

却費を、残存率１０％、土木・建築構造物を２０年償却、機械・設備を７年償却

として求めて整理しました。表に示した年間処理経費は、堆肥化施設の年当た

りの償却費と維持管理費を合計し、処理原料１トン当たりで示しています。

　今回評価対象とした堆肥化施設のうち、乾燥・堆肥化複合施設における処理

原料１トン当たりの年間処理経費の平均は４,１９０円と算出されます。開放型攪

拌方式の施設では平均３,４５０円 /トンですが、６００～７,９００円 /トンと広い範囲

に分布しています。同様に、密閉・縦型攪拌方式の施設では平均２,９２０円、そ

の範囲は１,９９０～４,８３０円、全体の平均は３,４３０円と算出されます（図４－５）。

　いずれの方式も処理コストには大きな開きがあり、比較するのは困難ですが、

図４－４　各費目の維持管理費に占める割合
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密閉縦型攪拌方式の施設が、他の方式に比べ処理経費が安価であるという結果

となりました。前にも述べたように、密閉縦型攪拌方式の施設は、基礎工事、

設置工事の費用が別途必要となることに注意をしてください。

　維持管理費と施設の減価償却費の割合をみると、乾燥・堆肥化複合施設では

維持管理費が６０％を占めるのに対し、開放型攪拌および密閉縦型攪拌方式では

３７～４０％と逆転しています。

　なお、その他の参考事例の処理原料１トン当たりの処理コストは平均１５,６００

円で、１０,３００～２１,３００円の範囲にあります。公共関与のモデル施設（PFI 事業）

であったり、公営の遊園・牧場施設であったり、研究用であるなど、畜産で導

入するものとは大きくかけ離れていますが、省力型、環境配慮型の設備、構造

となっています。

　

（２）堆肥化処理に直接関わる年間処理経費

　前項と同様に、堆肥化施設に直接関わる年間処理経費を算出すると、乾燥・

堆肥化複合施設では、処理原料１トン当たりの処理コストの平均は２,９５０円、開

放型攪拌方式の平均は３,１２０円、密閉・縦型攪拌方式の平均は２,７８０円と算出さ

れます。なお、参考事例を除いた、全体の平均は３,０６０円 /トンで、いずれの

方式を採用しても、年間処理コストはほとんど変わらず、作業負担や設置面積

の大小が大きな選択因子であることがわかります。
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図４－５　堆肥化処理方式と年間処理経費
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（３）飼養家畜頭数当たりの年間処理コスト

　畜産経営が環境対策にかけられる経費（施設の償却費、維持管理、補修費、

脱臭装置等がある場合はその経費を含む）の目安として、経営収益の５～１０％

程度といわれています。また、養豚の場合は出荷豚（肥育豚）１頭当たり１,５００

円以下が好ましく、２,０００円以上では処理経費として負担が大きいといわれて

います。同じく、酪農の場合は、乳牛１頭１年当たりの処理経費は２５,０００円以

下が好ましく、４０,０００円以上では処理経費として負担が大きいといわれていま

す。

　表４－１の事例は、対象が牛であったり、豚であったり、鶏であったり、そ

れらの混合であったりまちまちです。そこで、堆肥化施設に直接関わる年間処

理経費を処理原料１トン当たり３,０００円、肥育豚の平均ふん量を２.１kg/ 頭・日、

出荷までの肥育日数を１８０日とすると、出荷豚１頭あたりの処理コストは１,１６０

円と算出されます。同様に、乳牛のふん量を４５kg/ 頭・日として求めた処理コ

ストは平均５０,３００円 /頭・年となり、牛の場合にはかなり大きな負担となるこ

とがわかります。

　表４－１には、各事例について、原料１トン当たりの処理経費から、豚のふ

ん量を平均２.１kg/ 頭・日、牛のそれを４５kg/ 頭・日として割り戻した値を示し

てあります。これは、実際に個々の畜産農家でかかっている経費ではなく、平

均的な値です。畜産農家が自分の牛、豚の飼養頭数をもとに、自分のところで

導入する際にどの程度の経費になるかをつかむための目安と考えて下さい。

（４）販売益と施設費の補助

　実際の畜産経営では、堆肥の販売益や補助金を加味することができます。図

４－６に示したように、製品堆肥の販売価格は、きめ細かに品質管理を行うほ

ど高価で取引されています。

　製品堆肥の歩留まり６０％、品質管理を行わない場合の堆肥の販売価格を

１,０００円 /製品トン、施設費の補助率を１/２として試算すれば、乾燥・堆肥化複

合施設で約３０％、攪拌方式の施設で約５０％のコストを相殺することができるこ

とになり、牛の場合でも、ほぼ、さきに掲げた目標値程度となります（図４－

７）。図４－６の平均値４,０００円 /製品トンを販売価格とすれば、乾燥・堆肥化

複合施設では若干の負担が生じますが、開放型、密閉型攪拌方式では販売益に

よる収支プラスが見込めます。さらにきめ細かく品質管理を行って良質堆肥を
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生産する場合、販売価格を８,０００円/製品トンとすれば原料１トン当たりの収支

は２,１００～２,７００円の収益を見込むことができます。これらのことからも、きめ

細かな品質管理を行って良質堆肥を生産するよう心がけることが大切です。

　なお、施設選定にあたっては、コスト面だけでなく、作業性についても十分

な検討が必要です。目先のコストに惑わされて、効率よく作業ができずに管理

がおろそかになっては本末転倒です。十分に注意してください。
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図４－６　製品堆肥の品質管理と販売価格
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出荷豚：１,１６０円/頭�
乳牛：５０,３００円/頭・年�
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２・１・２回行型

２．撹拌方式
２・１開放型
２・１・１直線型

（浅型）

表４－１評価対象堆肥化処理施設のコスト比較（１）

１．乾燥・堆肥化複合施設

減価償却費 千円 / 年
（施設２０年、機械７年）設備・機器費

千円
施設建設費 千円原料処理量

トン / 年対象畜種・飼養規模処理方式No．
堆肥処理全体堆肥処理全体

３,１５４３,１５４１８,８７０３５,０５０３５,０５０３,０３０搾乳牛８６頭、乾乳牛１４
頭、育成牛５０頭

直線型・ロータリー式＋直線型・
ロータリー式乾燥３

５,９７９５,９７９２２,０００９２,０００９２,０００４,７４５乳牛２００頭直線型・ロータリー式＋天日乾燥４

（中間）

１１,６４２１２,０２８４７,０００１７７,０００１８０,０００８,３８５搾乳牛３２０頭、育成牛８０頭直線型・ロータリー式＋堆積方式５

１,３５９１,３５９８,１９０１４,９９９１４,９９９２,１９０肥育牛３００頭直線型・ロータリー式＋堆積方式６

３,２２８３,６１４１４,９００４９,６４０５２,６４０３,７２３肉用牛４５０頭直線型・ロータリー式＋堆積方式７

５０,４２１６９,７０６４４８,３６０５６６,３６０７１６,３６０１３,２００ブロイラー５,０００羽、採卵
鶏１１０千羽

直線型・ロータリー式
＋通気型堆積方式８

１１,１２１１１,１２１４２,４００１６８,４００１６８,４００１４,０１６

乳牛（成牛３１０頭・育成牛
１６０頭）
肉牛（２歳未満３７０頭・２
歳以上１１０頭）
養豚（繁殖豚１００頭・育成
豚２５０頭・肥育豚７００頭）

直線型・ロータリー式＋堆積方式９

６,６６０６,６６０２８,０００９６,０００９６,０００４,３８０搾乳牛・育成牛（搾乳牛換
算約２００頭）

直線型・ロータリー式＋堆積方式１０

１５,５４６１５,５４６６８,１００２１９,０００２１９,０００３,５４６４５５頭（成牛換算）通気型堆積方式＋直線型・
通気ロータリー式１１

４,３３９４,３３９２５,０００５０,０００５０,０００２,２００受入量として、８,０００トン/年堆積方式＋直線型・ロータリー式１２

４７,８９３４７,８９３２５０,０００６００,０００６００,０００１１,０７０
町内畜産農家から引き受け（肉牛
１,０７７頭、採卵鶏１５６,５００羽、ブロ
イラー９万羽、豚９,６１２頭）

通気・直線型スクープ式
＋直線型スクープ式１３

７,９７７１４,２７７１００,１６０８２,２６０１３１,２６０１４,０００肥育牛約１,４００頭、母豚
数約２,９００頭

直線型・スクープ式＋堆積方式１４

（深型）

１９,２９３１９,２９３１１９,０６３２０７,６２２２０７,６２２５,３８４
乳用牛（成牛）１９０頭、繁
殖 和 牛１５０頭、肥 育 牛
１６０頭（合計５００頭）

通気型堆積方式
＋直線型・スクープ式
＋直線型ロータリーor 堆積

１５

４６,２３８６７,１３１３０５,４８０７６１,９８０９２４,４８０１０,０００乳牛６００頭、肥育牛２００頭、
豚１,２００頭、鶏１７４,４００羽

通気・直線型スクープ式
＋通気型堆積方式１６

１,７７４２,０３１１３,０００１９,０００２１,０００４,７４５肥育牛４５０頭、乳牛２００頭、
養豚１,０００頭、養鶏１６万羽

直線型スクープ式＋堆積方式１７

１,４９３１,４９３８,５００１７,４００１７,４００２,３００母豚３００頭一貫直線型通気スクリュー式
＋天日乾燥舎（戻し）１８

１４,８８２１７,８５２９４,９３９１９７,２９４２２０,３８８６,６８２－直線型平均－

減価償却費 千円 / 年
（施設２０年、機械７年）設備・機器費

千円
施設建設費 千円原料処理量

トン / 年対象畜種・飼養規模処理方式No．
堆肥処理全体堆肥処理全体

４８８５９３１,８００７,５００７,５００７２０乳牛成牛３０頭
育成牛２０頭

天日乾燥・発酵方式＋堆積方式１

２,６８８１５,４１７１０２,２００５３,８００１５２,８００５,４７５乳牛３００頭火力乾燥＋通気型堆積方式２

１,５８８８,００５５２,０００３０,６５０８０,１５０３,０９８－乾燥・堆肥化複合施設平均－

減価償却費 千円 / 年
（施設２０年、機械７年）設備・機器費

千円
施設建設費 千円原料処理量

トン / 年対象畜種・飼養規模処理方式No．
堆肥処理全体堆肥処理全体

２,５２０２,５２０１４,０００３０,０００３０,０００８０３搾乳牛５０頭、育成牛１３頭、
合計６３頭

回行型ロータリー式
＋堆積方式１９

２,５７８３,０９２１６,０００３５,０００３９,０００３,６５０採卵鶏１８万羽回行型ロータリー式
＋直線型ロータリー乾燥２０

２,５４９２,８０６１５,０００３２,５００３４,５００２,２２７－回行型平均－
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家畜１頭当たりの処理経費
円 / 頭

原料１トン当たりの処理経費
円 /トン

原料１トン当た
りの維持管理費
円 /トン

原料１トン当たりの建設費
円 /トン

処理経費の合計（年償却費
＋維持管理費） 千円 / 年維持管理費

No．
乳牛出荷豚堆肥処理全体堆肥処理全体堆肥処理全体千円 / 年

３９,１２０９００２,３８２２,３８２１,３４１１１,５６８１１,５６８７,２１７７,２１７４,０６２３

４８,０４２１,１０６２,９２５２,９２５１,６６５１９,３８９１９,３８９１３,８７９１３,８７９７,９００４

３７,３６０８６０２,２７５２,３２１８８６２１,１１０２１,４６８１９,０７１１９,４５７７,４２９５

４３,３７０９９８２,６４１２,６４１２,０２０６,８４９６,８４９５,７８３５,７８３４,４２３６

３５,５１０８１７２,１６２２,２６６１,２９５１３,３３３１４,１３９８,０４９８,４３５４,８２１７

７３,６８７１,６９６４,４８６７,９４７２,６６６４２,９０６５４,２７０５９,２１９１０４,８９８３５,１９２８

２８,１１０６４７１,７１１１,７１１９１８１２,０１５１２,０１５２３,９８７２３,９８７１２,８６６９

４９,３０７１,１３５３,００２３,００２１,４８１２１,９１８２１,９１８１３,１４８１３,１４８６,４８８１０

９８,１９７２,２６０５,９７９６,２４４１,８６０６１,７６０６１,７６０２１,２００２２,１４２６,５９６１１

４６,２２７１,０６４２,８１４２,９０８９３６２２,７２７２２,７２７６,１９２６,３９８２,０５８１２

８０,２３７１,８４７４,８８５４,８８５５５９５４,２０１５４,２０１５４,０７８５４,０７８６,１８５１３

１１,９９５２７６７３０１,３２８３０９５,８７６９,３７６１０,２２４１８,５９８４,３２１１４

９２,６７５２,１３３５,６４２５,６４２２,０５９３８,５６３３８,５６３３０,３７８３０,３７８１１,０８５１５

８８,５３４２,０３７５,３９０７,７３５１,０２２７６,１９８９２,４４８５３,９０２７７,３４９１０,２１８１６

８,６８３２００５２９６００１７２４,００４４,４２６２,５０８２,８４７８１６１７

１６,４３６３７８１,００１１,００１３５１７,５６５７,５６５２,３０２２,３０２８０８１８

４９,８４３１,１４７３,０３５３,４７１１,２２１２６,２４９２８,２９２２０,６９６２５,６８１７,８２９－

家畜１頭当たりの処理経費
円 / 頭

原料１トン当たりの処理経費
円 /トン

原料１トン当た
りの維持管理費
円 /トン

原料１トン当たりの建設費
円 /トン

処理経費の合計（年償却費
＋維持管理費） 千円 / 年維持管理費

No．
乳牛出荷豚堆肥処理全体堆肥処理全体堆肥処理全体千円 / 年

３９,５５２９１０２,４０８２,５５４１,７３０１０,４１７１０,４１７１,７３４１,８３９１,２４６１

５７,５０３１,３２３３,５０１５,８２６３,０１０９,８２６２７,９０９１９,１６８３１,８９６１６,４７９２

４８,５２８１,１１７２,９５４４,１９０２,３７０１０,１２２１９,１６３１０,４５１１６,８６８８,８６３－

家畜１頭当たりの処理経費
円 / 頭

原料１トン当たりの処理経費
円 /トン

原料１トン当た
りの維持管理費
円 /トン

原料１トン当たりの建設費
円 /トン

処理経費の合計（年償却費
＋維持管理費） 千円 / 年維持管理費

No．
乳牛出荷豚堆肥処理全体堆肥処理全体堆肥処理全体千円 / 年

６９,８６０１,６０８４,２５３４,２５３１,１１５３７,３６０３７,３６０３,４１５３,４１５８９５１９

１６,８０８３８７１,０２３１,３００４５３９,５８９１０,６８５３,７３５４,７４５１,６５３２０

４３,３３４９９７２,６３８２,７７７７８４２３,４７５２４,０２２３,５７５４,０８０１,２７４－
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３．その他の参考事例

２・２密閉型（縦型）

２・１・５その他（堆積型・機械攪拌）

２・１・４自走式

表４－１評価対象堆肥化処理施設のコスト比較（２）

２・１・３円形型

減価償却費 千円 / 年
（施設２０年、機械７年）設備・機器費

千円
施設建設費 千円原料処理量

トン / 年対象畜種・飼養規模処理方式No．
堆肥処理全体堆肥処理全体

２,７９０２,７９０１７,５００２９,５００２９,５００９００肥育豚２,２００頭円形型ロータリー式＋堆積方式２１

減価償却費 千円 / 年
（施設２０年、機械７年）設備・機器費

千円
施設建設費 千円原料処理量

トン / 年対象畜種・飼養規模処理方式No．
堆肥処理全体堆肥処理全体

９,３６０９,３６０５６,７００１０２,７００１０２,７００２,２７９
搾乳牛１１５頭＋育成牛６１
頭（ふん尿混合分は搾乳
牛５５頭＋育成牛５１頭）

通気堆積型・クレーン式＋堆積方式２５

２,４６０３,３９４２２,５２０２６,３３５３３,６００４,４５３肥育牛４８０頭堆積型・通気スクリュー式
＋堆積方式２６

５,９１０６,３７７３９,６１０６４,５１８６８,１５０３,３６６－その他平均－

１１,４７０１３,５３７７２,１８３１５０,６８８１６６,７６２５,５１０－開放型攪拌方式平均－

減価償却費 千円 / 年
（施設２０年、機械７年）設備・機器費

千円
施設建設費 千円原料処理量

トン / 年対象畜種・飼養規模処理方式No．
堆肥処理全体堆肥処理全体

３,３５３３,５４９２７,６００２６,０８０２７,６００１,３００搾乳牛９０頭密閉縦型＋堆積方式２７

６,５３７６,５３７５０,０００５２,４００５２,４００４,５６０乳牛２４０頭密閉縦型＋堆積方式２８

２,９９２３,２４９２４,５００２４,７１０２６,７１０１,９４４母豚１６０頭一貫経営密閉縦型＋堆積方式２９

６,９４３６,９４３５４,０００５４,０００５４,０００４,１００繁殖母豚１,８００頭一貫経営密閉縦型＋堆積方式３０

４,９５６５,０６９３９,０２５３９,２９８４０,１７８２,９７６－平均－

９,９４３１２,０３９６６,４１６１２７,８３３１４４,１１０５,０１１－No.１～３０の平均－

減価償却費 千円 / 年
（施設２０年、機械７年）設備・機器費

千円
施設建設費 千円原料処理量

トン / 年対象畜種・飼養規模処理方式No．
堆肥処理全体堆肥処理全体

４１,７８６４５,０００２８０,０００４５５,０００４８０,０００５,４７５酪農家１３軒ふん量１０t/日密閉円形スクリュー式
＋直線型スクリュー式３１

９,２８５１１,２９１８４,６００７８,２００９３,８００７４５乳用牛３５頭、肥育牛２０頭密閉縦型＋堆積方式３２

５,６５５６,７８４５１,６８０４６,０００５４,７８０６００

乳用牛２６頭、肉用牛１１６頭、
母豚他１２０頭、採卵鶏約
５,８００羽（内５５％の牛ふんは
既設堆積発酵施設で処理）

密閉横型＋堆積方式３３

１８,９０９２１,０２５１３８,７６０１９３,０６７２０９,５２７２,２７３－平均

減価償却費 千円 / 年
（施設２０年、機械７年）設備・機器費

千円
施設建設費 千円原料処理量

トン / 年対象畜種・飼養規模処理方式No．
堆肥処理全体堆肥処理全体

４,２４３４,２４３１９,０００５９,０００５９,０００２,２００成牛２００頭、育成牛５０頭直線型ロータリー（半自動自走式ウイ
ンドロー）式＋堆積方式２２

４,００５４,６４８２０,４００６０,４００６５,４００３,４００搾乳牛（成牛１４０頭、育成
牛２８頭）

直線型ロータリー（半自動自走式ウイ
ンドロー）式＋堆積方式２３

９,２０８９,２０８４７,２５０１１６,８６５１１６,８６５７,６４１乳牛１,７００頭堆積型・手動自走ロータリー式＋堆積
型・手動自走ロータリー式２４

５,８１９６,０３３２８,８８３７８,７５５８０,４２２４,４１４－自走式平均－
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家畜１頭当たりの処理経費
円 / 頭

原料１トン当たりの処理経費
円 /トン

原料１トン当た
りの維持管理費
円 /トン

原料１トン当たりの建設費
円 /トン

処理経費の合計（年償却費
＋維持管理費） 千円 / 年維持管理費

No．
乳牛出荷豚堆肥処理全体堆肥処理全体堆肥処理全体千円 / 年

９１,２２７２,０９９５,５５４５,５５４２,４５４３２,７７８３２,７７８４,９９９４,９９９２,２０９２１

家畜１頭当たりの処理経費
円 / 頭

原料１トン当たりの処理経費
円 /トン

原料１トン当た
りの維持管理費
円 /トン

原料１トン当たりの建設費
円 /トン

処理経費の合計（年償却費
＋維持管理費） 千円 / 年維持管理費

No．
乳牛出荷豚堆肥処理全体堆肥処理全体堆肥処理全体千円 / 年

８２,８１５１,９０６５,０４２５,０４２９３５４５,０６４４５,０６４１１,４９１１１,４９１２,１３１２５

１３,０７３３０１７９６１,００６２４３５,９１４７,５４５３,５４４４,４７８１,０８４２６

４７,９４４１,１０３２,９１９３,０２４５８９２５,４８９２６,３０５７,５１７７,９８５１,６０７－

５１,２６１１,１８０３,１２１３,４５０１,２６４２５,４４０２６,９７７１６,３８１１９,８４５６,３０９－

家畜１頭当たりの処理経費
円 / 頭

原料１トン当たりの処理経費
円 /トン

原料１トン当た
りの維持管理費
円 /トン

原料１トン当たりの建設費
円 /トン

処理経費の合計（年償却費
＋維持管理費） 千円 / 年維持管理費

No．
乳牛出荷豚堆肥処理全体堆肥処理全体堆肥処理全体千円 / 年

４６,５８５１,０７２２,８３６２,８３６９０８２６,８１８２６,８１８６,２４０６,２４０１,９９７２２

９１,７６７２,１１２５,５８７６,００８４,６４１１７,７６５１９,２３５１８,９９６２０,４２８１５,７８０２３

２０,６３３４７５１,２５６１,２５６５１１５,２９４１５,２９４９,５９９９,５９９３９１２４

５２,９９５１,２２０３,２２６３,３６７１,８６７１９,９５９２０,４４９１１,６１１１２,０８９６,０５６－

家畜１頭当たりの処理経費
円 / 頭

原料１トン当たりの処理経
費円 /トン

原料１トン当た
りの維持管理費
円 /トン

原料１トン当たりの建設費
円 /トン

処理経費の合計（年償却費
＋維持管理費） 千円 / 年維持管理費

No．
乳牛出荷豚堆肥処理全体堆肥処理全体堆肥処理全体千円 / 年

７３,４０９１,６８９４,４６９４,８３０２,１００２０,０６２２１,２３１５,８１０６,２７９２,７３０２７

３２,７１５７５３１,９９２１,９９２５５８１１,４９１１１,４９１９,０８２９,０８２２,５４６２８

３６,９５５８５０２,２５０２,４８５８１３１２,７１１１３,７４０４,３７４４,８３０１,５８０２９

３９,２７１９０４２,３９１２,３９１６９８１３,１７１１３,１７１９,８０３９,８０３２,８６０３０

４５,５８８１,０４９２,７７６２,９２４１,０４２１４,３５９１４,９０８７,２６７７,４９８２,４２９－

５０,３２２１,１５８３,０６４３,４２９１,３０８２２,９４１２４,８４７１４,７７１１８,００１５,９６２－

家畜１頭当たりの処理経費
円 / 頭

原料１トン当たりの処理経費
円 /トン

原料１トン当た
りの維持管理費
円 /トン

原料１トン当たりの建設費
円 /トン

処理経費の合計（年償却費
＋維持管理費） 千円 / 年維持管理費

No．
乳牛出荷豚堆肥処理全体堆肥処理全体堆肥処理全体千円 / 年

１３２,２７３３,０４４８,０５３１０,３２４２,１０５８３,１０５８７,６７１４４,０９１５６,５２６１１,５２６３１

２３８,１４０５,４８０１４,４９９２１,３２３６,１６７１０４,９６６１２５,９０６１０,８０１１５,８８５４,５９４３２

１９７,８４１４,５５３１２,０４５１５,０４９３,７４２７６,６６７９１,３００７,２２７９,０３０２,２４５３３

１８９,４１８４,３５９１１,５３２１５,５６５４,００５８８,２４６１０１,６２６２０,７０７２７,１４７６,１２２




